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要
旨大
規
模
林
道
建
設
予
定
地
で
あ
る
日
高
山
脈
南
東
部
の

猿
留
川
上
流
域
で
コ
ウ
モ
リ
類
の
捕
獲
調
査
を
行
い
、
ヒ

メ
ホ
オ
ヒ
ゲ
コ
ウ
モ
リ
、
カ
グ
ヤ
コ
ウ
モ
リ
、
チ
チ
ブ

コ

ウ
モ
リ
、
ウ
サ
ギ
コ
ウ
モ
リ
、
テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ
、

コ
テ

ン
グ

コ
ウ
モ
リ
の
六
種
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
コ
ウ
モ

リ
類
は
す
べ
て
環
境
省
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
で
危
急

種
、
希
少
種
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
成
獣
の
乳
腺
の
発
達

や
精
巣
の
降
下
、
幼
獣
の
捕
獲
な
ど
に
よ
っ
て
全
て
の
種

類
が
こ
の
地
域
で
繁
殖
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

は

じ

め

に

コ
ウ

モ
リ

類

は

、

近
年

ま

で
そ

の
分

布

に
関

す

る

調
査

が
非

常

に
遅

れ

て

い
る
動

物

群

で
あ

っ
た
。

そ

の
理
由

と

し

て

は
①

夜
行

性

の

小
型

動

物

で
あ

り
、

姿

が

人

目

に

つ

き

に
く

い
、
②

現
時

点

で

は
捕

獲

を

し
な

い
限

り
種

の
同

定

が
不

可
能

で

あ

る

が
、

捕

獲

に
は
技

術

と

経
験

が

必
要

で
あ

る
。
③

た

と

え
捕

獲

が

で
き

た

と
し

て
も
、

非

常

に

形
態

の
似

通

っ
た
種

類

が

多

い
た

め
、

同

定

に

も
知

識

と

経

験

を

要

す

る
。

な

ど
が

挙
げ

ら

れ

る
。

し
た

が

っ
て
、

こ

れ
ま

で

の
ア

セ

ス
メ

ン
ト
調

査

な

ど

で

は

コ
ウ

モ

リ
類

は
ま

っ
た

く
調

査

さ

れ

な

い
か
、

さ

れ

て
も

バ

ッ
ト
デ

ィ

テ

ク
タ

ー

(
コ
ウ

モ
リ
探

知

機

)

に
よ

る
種

の
特

定

を

伴

わ

な

い
調
査

が

ほ

と

ん

ど

で
あ

っ
た

。

し

か
し
、

環

境

省

の

レ

ッ
ド
デ

ー
タ
ブ

ッ
ク

の
改

訂

に
よ

り
、

コ
ウ

モ
リ

類

の
ほ

と

ん
ど

の
種
類

が
危

急

種

、

希

少

種

に
指
定

さ
れ

た

こ
と

か

ら

(表

1
)
、

に

わ

か

に
生
息

状

況

調

査

の
必

要

性

が

増

し

て
き

た

。
特

に
大

規

模

な

開

発

に
伴

い

コ
ゥ

モ
リ

類

の
生

息

環

境

が
ダ

メ

ー
ジ

を

受

け

る

こ
と

が
想

定

さ

れ

る

場
合

は
、

必
ず

と
言

っ
て
良

い
ほ

ど

種

レ

ベ
ル

の
生
息

状

況

を
把

握

す

る
調

査

が
義

務

づ

け

ら

表1.北 海道産コウモリ類とその希少性

種 類 希少性
キ クガ シ ラ コ ウモ リ

コキ ク ガ シ ラ コウ モ リ

モ モ ジ ロ コ ウモ リ

ドーベ ン トン コウ モ リ

ホオ ヒゲ コ ウモ リ

ヒメ ホオ ヒゲ コウ モ リ

カ グ ヤ コ ウモ リ

ノ レン コ ウモ リ

ア ブ ラ コ ウモ リ

オ オ ア ブ ラコ ウモ リ

キ タ ク ビ ワコ ウ モ リ

ヤ マ コ ウモ リ

ヒナ コ ウモ リ

チ チ ブ コ ウモ リ

ウサ ギ コウ モ リ

テ ン グ コウ モ リ

コ テ ング コ ウモ リ

オ ヒキ コウ モ リ

普通
普通
普通
希少
希少
危急
希少
希少
普通
情報不足
希少
希少
希少
危急
希少
希少
希少
情報不足

希少性は環境省ホームページによる

れ

る

よ
う

に
な

っ
て
き

た
。

し

か
し
な

が

ら
、

今

同

の
調

査

対
象

地

で
あ

る
口

高

山
脈

南

部

で

は

こ
れ

ま

で

そ

の
よ

う

な
調

査

は
行

わ

れ

て
来

て

い
な

か

っ
た

。

日

高

山

脈

の

コ

ウ

モ

リ

類

調

査

小

史

日
高

山

脈

に

お

け

る

コ
ウ

モ
リ

類

の
調

査

は

一
九

七

〇
、

七

一
年

の
国

立
科

学

博

物
館

に
よ

る
総

合

的

調

査

が

最
初

で
、

こ

の
調
査

で

キ

ク
ガ

シ
ラ

コ
ウ

モ
リ

(
ミ
カ

ド

キ

ク

ガ

シ

ラ

コ

ウ

モ

リ

沁
ミ
ミ

N魯

＼ミ
物

徳

こ
、ミ
ミ

ー

心
ミ
ミ
ヘミ

ミ
簿
窺
さ

凡)
、

ホ

オ

ヒ

ゲ

コ

ウ

モ

リ

の

一
種

(
＼ξ

ミ
勢

ω
℃
●)
、

カ
グ

ヤ

コ
ウ

モ
リ

(
ミ
ビ
ミ
厨
S
ミ
ミ

、)
、

キ
タ

ク

ビ

ワ

コ
ウ

モ
リ

(§

、婁

ミ

防
辱
ミ
ミ

¢
)

の
四
種

が

報

告

さ

れ

て

い
る

(吉

行

・
遠

藤

一
九

七

二
、
遠

藤

一
九

七

七

)
。
こ

の
う

ち
、
ホ

オ

ヒ
ゲ

コ
ウ

モ
リ

の

一
種

と

さ
れ

た

も

の

は
、

後

に

く
○
ω
三
葦

冠

(
一
九

八

四
)
に
よ

っ
て
、

エ
ゾ

ホ

オ

ヒ
ゲ

コ
ウ

モ
リ

(謡
》
ミ
ン
聴
き
§

ξ
¢
)
と
し

て

新

種
記

載

さ

れ

て

い
る
。

し

か
し

な
が

ら

、

こ

の

エ
ゾ

ホ

オ

ヒ
ゲ

コ
ウ

モ
リ

は

現
在

で

は

ヒ
メ

ホ
オ

ヒ
ゲ

コ
ウ

モ
リ

(
ミ
ヒ
ミ
身

筑ぎ

ミ
ミ

ヘミ

)

の

シ
ノ

ニ
ム

と

し

て
扱

う
考

え

方

が

一
般

的

で
あ

る

(前

田

一
九
九

六

)
。
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そ

の
後

、

日
高

山
脈

に

お

い
て
は

、

ま

と
ま

っ
た

コ
ウ

モ
リ

類

調
査

は
行

わ

れ
ず

、

北

海

道

(
一
九

七

九
)

に
よ

る

「
日
高

山

系

自

然
生

態

系

総

合

調
査

報

告

書

」

に

お

い

て

も

コ
ウ

モ

リ
類

に
関

す

る
記

載

は

み

ら

れ
ず

、
前

田

(
一

九

八

四

、

一
九

八
六
)

に

よ

る
[

本

産
翼

手

目

の
採

集

記

録

に

お

い
て
も

前
述

の
吉

行

・
遠

藤

(
一
九

七

二
)
、

遠

藤

(
一
九

七

七

)
以

外

の
口
高

山

脈

か
ら

の
採

集

記

録

は
見

当

た

ら

な

い
。

筆

者

ら

の
知

る
限

り

で
は
、

そ

の
後

の

日
高

山

脈

か

ら

の

コ
ウ

モ
リ
類

の
記

録

は

、
柳

川

・
伊
藤

(
一

九

九

〇

)

に

よ
る

ペ
テ

ガ
リ

岳

で

の
キ

ク

ガ

シ
ラ

コ
ウ

モ

リ

と

ホ

オ

ヒ
ゲ

コ
ゥ

モ
リ

(
ミ

ξ
＼ン

ミ
、く
ミ
＼、㌦ミ
翁
)

の
採

集

例

の

み

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、

日
高

山

脈

か

ら
記

録

さ

れ

て

い
る

コ
ウ

モ
リ
類

は
、

こ
れ

ま

で

キ

ク
ガ

シ

ラ

コ

ゥ

モ

リ
、

ヒ

メ
ホ

オ

ヒ
ゲ

コ
ウ

モ
リ

(
エ
ゾ

ホ
オ

ヒ
ゲ

コ

ウ

モ

リ
)
、
ホ

オ

ヒ
ゲ

コ
ウ

モ
リ

、
カ
グ

ヤ

コ
ウ

モ
リ

、
キ

タ

ク

ビ

ワ

コ
ウ

モ
リ

の
五

種

で
あ

っ
た
。

日
高
山

脈
南
東
部
に
お
け
る
調
査
結
果

一
方
で
、
著
者
ら
の
研
究
室
で
は
コ
ウ
モ
リ
類
の
生
態

調
査
を
十
年
以
上
行

っ
て
来
た
が
、
こ
こ
数
年
は
生
息
状

況
調
査
の
必
要
性
に
応
じ
て
十
勝

・
[
高
管
内
の
各
所
で

コ
ウ
モ
リ
相
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
日
高
山
脈
も
そ
の
調

査
範
囲
で
あ
る
が
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
困
難
さ
な
ど
か
ら
こ

れ
ま
で
調
査
を
し
て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
今
回

「
ナ

キ
ウ
サ
ギ
ふ
あ
ん
く
ら
ぶ
」
層北
海
道
自
然
保
護
協
会
」
の

皆
さ
ん
の
お
誘
い
も
あ

っ
て
、
以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た

こ
の
地
域
の
コ
ウ
モ
リ
相
を
調
査
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

今
回
の
捕
獲
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
既

に
柳
川
ほ
か

(二
〇
〇
四
)
で
公
表
済
み
で
あ
る
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち

ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
要

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
捕
獲
調
査
を
行

っ
た

地
点
は
え
り
も
町
猿
留
川
上
流
域
の
四
か
所

で
、
こ
れ
ら

は

い
ず

れ

も
大

規

模

林
道

の
予

定

地
内

で
あ

る
。
猿

留

川

上
流

に

一
か
所

、

そ

の
支
流

の
登

川

に
二

か
所

、

同

じ

く

支
流

の
チ

ャ
ツ
ナ

イ

川

に

一
か
所

の
捕
獲

ポ

イ

ン
ト

を
設

け
、

各

か
所

一
晩

ず

つ
捕

獲

を
試

み
た
。

捕

獲

は

カ

ス
ミ

網

に
よ

っ
て
行

い
、

網

は

林
道

や
河

川

上

な

ど

コ
ウ

モ
リ

が

通

過

し
そ

う

な

場

所

に

か

け
た

。

そ

の
結

果
、

四

か
所

の
調

査

で
、

六

種

(
写
真

1
～

6
)

十

五
個

体

の

コ
ウ

モ

リ
類

を
捕

獲

で
き

た

(表

2
)
。

こ

の

う

ち

チ

チ

ブ

コ

ウ

モ

リ

(
じ魍
ミ

寒

箕
Q
こ
へ～

、ミ

へ
◎
ミ
ミ
塞
)
、

ウ
サ

ギ

コ
ウ

モ
リ

(ミ

塞
ミ
Nぴ

ミ
こ
、、ミ
偽
)
、

写 真1～6.1.ヒ メ ホ オ ヒ ゲ コ ウ モ リ、2.カ グ ヤ コ ウ モ リ 、3.チ チ ブ コ ウ モ リ、4.ウ サ ギ コ

ウ モ リ5.テ ン グ コ ウ モ リ 、6.コ テ ン グ コ ウ モ リ
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表2.え りも町猿留川上流部における翼手類の捕獲結果

調査地/日 付け 場所 種 性 齢

猿 留 川

2004年8月16日

河川

河川

河川
河川

河川

林道
林道

ヒメ ホオ ヒゲ コ ウモ リ

チ チ ブ コウ モ リ

コ テ ング コウモ リ

コ テ ング コウモ リ

コ テ ング コウモ リ

ウサ ギ コウ モ リ

テ ン グ コウ モ リ

♂

♂

♀

♂

♀

♂

♂

成獣

成獣

幼獣
成獣

幼獣

成獣
幼獣

登 川1

2004年7月18日

林道

林道

林道

テ ン グ コウ モ リ

コ テ ング コウモ リ

コ テ ング コウモ リ

♀ 成獣

♀ 成獣

♀ 成獣

登 川II

2004年7月19日

林道

林道

林道

ヒメ ホオ ヒゲ コ ウモ リ

テ ン グ コウ モ リ

コ テ ング コウモ リ

♀ 成獣
♀ 成獣

♀ 成獣

チ ャ ツナ イ川 河 川 カ グヤ コウ モ リ

2004年8月17日 林 道 ウサ ギ コウ モ リ

♀ 成獣

♀ 幼獣

テ

ン

グ

コ

ウ

モ

リ

(
ミ

ミ
ミ
,ミ

N§

ら
§

象
ミ

)
、

コ

テ

ン
グ

コ
ウ

モ
リ

(
Lミ
ミ

§
匙
婁
嚢
篭
§

G・琶

の

四
種

は

日
高

山
脈

か

ら

は
初

記

録

の
種

で
あ

り
、

こ
れ

で

日
高

山

脈

か
ら
記

録

さ

れ

た

コ
ウ

モ
リ

類

は
九

種

と

な

っ
た
。

捕

獲

調

査

を

行

っ
た

七
、

八
月

は

コ
ウ

モ
リ

類

の
出

産

・
哺

育

期

に
あ

た

る

た

め
、
各

個

体

の
繁

殖

状

況

を
調

べ
た

と

こ

ろ
、

ヒ

メ
ホ

オ

ヒ
ゲ

コ
ウ

モ

リ
、

テ

ン
グ

コ
ウ

モ

リ

、

コ
テ

ン
グ

コ
ウ

モ
リ

で
授
乳

中

の
個

体

、

カ
グ

ヤ

コ
ウ

モ
リ

で
乳

腺

は

発
達

し

て

い
る

が
授

乳

は
終

了

し

た

と
思

わ

れ

る
個

体

が
確

認

さ
れ

た
。

ま

た
、

当

年

生

ま

れ

の
幼

獣

は

ウ

サ
ギ

コ
ウ

モ
リ

、

テ

ン
グ

コ
ウ

モ
リ

、

コ
テ

ン
グ

コ
ウ

モ
リ

で
確

認

さ

れ
た

。

チ

チ
ブ

コ
ウ

モ
リ

は
精

巣

の

降

下

し

た
雄

個

体

が
確

認

さ

れ

た
。

し
た

が

っ
て
、

今

回

捕

獲

さ

れ

た
六

種

す

べ
て
が

こ

の
地

域

で
繁

殖

し

て

い
る

と
考

え
ら

れ

る
。

な

ぜ

捕

獲

調

査

が

必

要

か

今

回

の
調

査

の
結

果

を

踏

ま

え

て
、

ア

セ

ス

メ

ン
ト
調

査

な

ど

で

の

コ
ウ

モ
リ
調

査

で

は

な
ぜ

「
捕

獲

に
よ

る
種

の
同

定

ま

で
」

が
必

要

な

の
か

を

示

し

て

み
た

い
。
例

え

ば

、

今

回

の
よ

う

な

ケ

ー

ス
で

バ

ッ
ト
デ

ィ

テ
ク

タ

ー

の

み

の
調

査

を

行

っ
た
場

合

、
記

録

さ

れ
た

六

種

の
発

す

る

音

域

は
す

べ
て

四
〇

～

六

〇

キ

ロ

ヘ
ル

ツ

の
範

囲

で
あ

る

た

め
、
最

低

で

一
種

類

と
見

積

も

ら

れ

る

可
能

性

が

あ

る
。

ま
た

、

こ

の
六
種

の
う

ち

ウ

サ
ギ

コ
ウ

モ
リ

、

テ

ン
グ

コ

ウ

モ
リ

、

コ
テ

ン
グ

コ
ウ

モ
リ

の
発

す

る
音

声

は
非

常

に

弱

い

か
、

音
声

を
発

す

る
頻

度

が

低

い
。

し

た

が

っ
て
、

こ
れ

ら

の
種
類

は

そ

の
場
所

に
生

息

す

る

に
も

か

か
わ

ら

ず

検

出

さ

れ

な

い
可

能

性

も
あ

る
。

ま

た
、

今

回

捕

獲

さ

れ

た

六

種

類

は

そ

れ

ぞ

れ

が

異

な

っ
た

資

源

(
す

み

か
、
餌

)

を

必

要

と

し

て

い
る
。

コ

ウ

モ
リ

類

は
種

分

化

が

激

し
く

、

同

所

的

に
数
種

類

が

生

息

可

能

な

分

だ

け
、

各

種

が
利

用

す

る
資

源

を
微

妙

に
使

い
分

け

て
共

存

し

て

い
る

ス

ペ

シ

ャ
リ

ス

ト

集

団

で

あ

る
。

今

回

の
種

類

に

つ
い
て
も

、

例

え

ば

ヒ

メ

ホ

オ

ヒ
ゲ

コ
ウ

モ
リ

は
枯

れ
た

木

の
樹

皮

の
隙

間

、

カ
グ

ヤ

コ
ウ

モ

リ

は
樹

洞

を
す

み

か
と

し

て

い
る

。

ウ

サ
ギ

コ
ウ

モ
リ
、

チ

チ
ブ

コ
ウ

モ
リ

は

洞
窟

に
住

む

が

、
家

屋

(廃

屋

)

を

利

用

し

た
例

や

樹

洞
利

用

の
可

能

性

も

あ

る
。

テ

ン
グ

コ

ウ

モ
リ

と

コ
テ

ン
グ

コ
ウ

モ
リ

は

北
海

道

に

お

い

て
は
、

い
ま

だ

に
繁

殖

の
場

が

明
ら

か

で
な

い
。

餌

場

と
採

餌

方

法

も
種

に
よ

っ
て

異

な

り
、

ヒ

メ
ホ

オ

ヒ
ゲ

コ
ウ

モ
リ

と

カ
グ

ヤ

コ
ウ

モ
リ

は

河
川

上

を

直
線

的

な

飛
び

方

を

し

な

が

ら
採

餌

し

、

ウ

サ
ギ

コ
ウ

モ
リ
、

テ

ン
グ

コ
ウ

モ
リ

、

コ
テ

ン
グ

コ
ゥ

モ
リ

は
森

林

内

や
林

縁

で

ヒ

ラ

ヒ

ラ
と

舞

う

よ
う

に
飛

び

、
葉

に
止

ま

っ
た
昆

虫

類

も

捕
食

す

る
。

し

た

が

っ
て
、

餌

と

な

る
昆
虫

類

も
種

に
よ

っ
て
微

妙

に
異

な

っ
て

い
る

は
ず

で
あ

る
。

以

上

の
よ
う

に
、

種

に
よ

っ
て
す

み

か
、

採
餌

方

法

や

餌

昆
虫

の
異

な

る
動
物

群

の
保

全

を

心
掛

け

る

の

で
あ

れ

ば

、
種

を
特

定

す

る
事

無

し

に
そ

れ

ら

に
対

す

る
保
全

策

を

考

え

る

こ

と
は

不

可
能

で
あ

ろ

う
。

た

だ

し

こ

こ

で

一
つ
こ
と

わ

っ
て

お

き
た

い
の
は
、

種

の
同
定

は
特

定

の
種

だ

け
を

保

護

す

る

こ
と

を
目

的

と

し

て
行

わ

れ

る

べ
き

で

は
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
先

に

も
述

べ
た
よ

う

に
、

コ
ウ

モ
リ

類

は

一
地

域

に
数
種

類

が

共
存

し

て
生

息

し

て

い
る
。
例

え
ば

、

あ

る
地

域

の

コ
ウ

モ
リ
相

調

査

で
危

急

種

、

希
少

種

、

普

通

種

の

コ
ウ

モ
リ

が

そ

れ
ぞ

れ

捕

獲

さ

れ
た

と

し

て
、

社

会

的

な
面

で

は
危

急

種

、

希

少

種

の
保

護

が

優

先

さ

れ

る

で
あ

ろ
う

が
、

だ

か

ら

と

い

っ
て
普

通
種

の

コ
ウ

モ
リ

は
滅

ん

で
良

い
と

い

う
も

の

で
は

な

い
。

そ
れ

ぞ

れ

の
種

の
組

み
合

わ

せ
が

、

そ

の
地

域

の

コ
ウ

モ
リ

相

、

あ

る

い

は
生
態

系

全
体

の

バ

ラ

ン

ス
を

保

っ
て

い
る

の
で

あ

る
。

し

た

が

っ
て
、

そ

こ

に
生

息

す

る

コ
ウ

モ
リ

種

す

べ
て

の
保

全

が
行

わ

れ

て

こ

そ
、

各

種

の
保
全

策

も

万

全

と

な

る
。

そ

の

た
め

に

は
、

そ

の
地

域

に
生

息

す

る
全

て

の
種

の
把

握

に

つ
と

め

る

こ

と
が

、

コ
ウ

モ
リ
類

保

護

の

た

め

の
第

一
歩

と

な

る

で
あ

ろ
う

。

お

わ

り

に

現

在

、
筆

者

ら

は
日
高

山

脈

南

西

部

で
も

コ
ウ

モ
リ

類

の
調

査

を
行

っ
て

お
り

、

こ

れ
ら

の
デ

ー

タ
は

一
部

未

発

表

で
あ

る

が
、

現

在

ま

で

に

キ

ク
ガ

シ
ラ

コ
ウ

モ
リ

、

モ

モ
ジ

ロ

コ
ウ

モ
リ

、

ヒ
メ

ホ

オ

ヒ
ゲ

コ
ウ

モ
リ
、

チ

チ
ブ

コ
ウ

モ
リ
、

テ

ン
グ

コ
ウ

モ
リ

、

コ
テ

ン
グ

コ
ウ

モ
リ

の

六

種

が
記

録

さ
れ

て

い
る
。

し

た

が

っ
て
、

大
規

模

林
道

予

定
地

の

口
高

側

様

似
地

域

で

は
、
今

回
報

告

し
た

南
東

63



部
で
の
六
種
以
外
の
種
が
記
録
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と

思
わ
れ
る
。
今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
地
域
の

コ
ウ
モ
リ
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
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国

立

科

博
専

報

五

"

一
二
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ー

一
三
〇

饗道
ノノノ ノ ノノノノ

羅
難纏

霧滅
難
曝
種
グz物 多づ

躬
漸

市
民
団
体
、中
止
要
請

へ

林
野
庁
所
管
の
独
立
行
政

法
人

「緑
資
源
機
構
」

(
東

京
)
が
日
高
管
内
様
似
、
え

り
も
両
町
で
建
設
中
の
幹
線

林
道

(約
十
四
詩
)
の
建
設

◎調査地点

えりも町

様
似
町

物

⑳

升
ナ
賜殉 〃

=
一

=

予
定
地
周
辺
で
、
国
の
絶
滅

き

ぐ

危
惧
種
の
コ
ウ
モ
リ
六
種
が

生
息
し
て
い
る
こ
と
が
、
帯

畜
大
の
柳
川
久
助
教
授

(野

生
動
物
管
理
学
)
ら
の
調
査

で
明
ら
か
に
な

っ
た
。
同
機

構
は
事
前
の
環
境
調
査
で
そ

の
う
ち
四
種
を
把
握
し
て
い

な
か

っ
た
が
、
工
事
は
続
行

す
る
構
え
。

調
査
は
七
月
中
旬
と
八
月

中
旬
に
、
え
り
も
町
の
猿
留

川
上
流
な
ど
計
四
カ
所
で
行

い
、
ヒ
メ
ホ
オ
ヒ
ゲ
コ
ウ
モ

リ
、
カ
グ
ヤ
コ
ウ
モ
リ
、
ニ

ホ
ン
テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ
、
ニ

ホ
ン
コ
テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ
、

ニ
ホ
ン
ウ
サ
ギ
コ
ウ
モ
リ
、

チ
チ
ブ
コ
ウ
モ
リ
を
計
十
五

匹
捕
獲
し
た
。
い
ず
れ
も
環

境
省
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
の
絶
滅
危
惧
種
。

同
林
道
は
二
〇
〇

一
年
度

に
着
工
し
、
昨
年
度
末
ま
で

に
七
百
層
完
成
し
て
い
る
。

同
機
構
北
海
道
地
方
建
設

部

(
札
幌
)
に
よ
る
と
、
工

事
に
伴
う
環
境
調
査
は

一
九

様似、え りも

九
五
-
二
〇
〇
〇
年
度
に
建

設
予
定
地
周
辺
で
実
施
。
コ

ウ
モ
リ
に
つ
い
て
は
超
音
波

測
定
機
を
使

っ
て
探
っ
た
結

果
、

「ホ
オ
ヒ
ゲ
コ
ウ
モ
リ

属
」
の
コ
ウ
モ
リ
の
生
息
を

確
認
し
た
が
、
具
体
的
な
種

の
特
定
は
し
な
か
っ
た
。
こ

の
属
に
は
、
今
回
見
つ
か
っ

た
ヒ
メ
ホ
オ
ヒ
ゲ
と
カ
グ
ヤ

の
二
種
が
含
ま
れ
る
。

調
査
を
委
託
し
た
市
民
団

体

「
大
規
模
林
道
問
題
北
海

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
(
札
幌
)

の
市
川
利
美
事
務
局
次
長
は

「超
音
波
測
定
だ
け
に
頼
っ

た
調
査
で
は
不
十
分
。
新
し

い
種
類
の
コ
ウ
モ
リ
が
確
認

で
き
た
の
だ
か
ら
、
建
設
を

見
合
わ
せ
る
べ
き
だ
」
と
話

し
て
い
る
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
近
く
林
野
庁
に
対
し
、

林
道
の
建
設
中
止
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
す
る
。

緑
資
源
機
構
建
設
部
の
三

城
徹
英

・
林
道
課
長
は

「
絶

滅
危
惧
種
の
コ
ウ
モ
リ
な
の

で
、
負
荷
を
か
け
な
い
超
音

波
測
定
を
も
う

一
度
行
い
、

群
れ
が
発
見
さ
れ
れ
ば
保
全

措
置
を
取
る
」
と
し
つ
つ
も
、

「専
門
家
に
よ
る
と
、
コ
ウ

モ
リ
へ
の
工
事
の
影
響
は
軽

微
」
と
話
し
、
現
段
階
で
工

事
中
止
な
ど
の
対
策
を
と
る

考
え
は
な
い
と
し
て
い
る
。

二
〇
〇

四
年
八
月

二
十
六
日

道
新


